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9月定例会
9月8日●～9月20日●木 火

平成27年度 歳入と歳出平成27年度 歳入と歳出

どう使われたかどう使われたか
　
9
月
定
例
会
は
、
9
月
8
日（
木
）よ
り
13
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
た
。

　
27
年
度
各
会
計
決
算
、
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計
、
病
院
事
業
会
計

の
補
正
予
算
、
財
産
の
取
得
、
人
事
な
ど
24
件
が
審
議
さ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　
な
お
、
27
年
度
各
会
計
決
算
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
慎
重
な
審
議

が
行
わ
れ
た
後
、
本
会
議
に
お
い
て
全
員
賛
成
で
承
認
さ
れ
た
。
請
願
は
、
5
件
提
出

さ
れ
、
1
件
を
採
択
し
、
4
件
を
継
続
審
査
と
し
た
。

 
一
般
質
問
は
、
5
名
の
議
員
が
行
い
、
当
面
す
る
諸
問
題
を
町
長
に
質
問
し
た
。

本
会
議
の
模
様（
録
画
）は
、議
会
H
P
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
そ
ち
ら
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  http://w

w
w

.to
w

n.o
guni.yam

agata.jp/gikai/index.htm
l

決算審査特別委員会
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総
額
1
億
7
9
0
4
万
4
千
円

の
追
加
補
正
を
可
決
。

＊
小
国
町
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画

＊
お
ぐ
に
保
育
園
灯
油
循
環
設

備
修
繕
経
費

＊
農
業
生
産
協
働
作
業
支
援

＊
農
業
機
械
・
設
備
等
導
入
経

費
支
援

＊
狩
猟
免
許
新
規
取
得
助
成
事

業
＊
簡
易
リ
フ
ト
更
新
経
費

＊
石
楠
花
展
示
小
屋
修
繕
経
費

＊
除
雪
機
械
修
繕
費
経
費

＊
ス
ク
ー
ル
バ
ス
冬
タ
イ
ヤ
更

新
＊
そ
の
他

＊
個
人
番
号
制
度
導
入
シ
ス
テ

ム
改
修
経
費

＊
居
宅
介
護
住
宅
改
修
追
加
所

要
額

＊
冷
暖
房
設
備
更
新

＊
消
費
税
納
付
額
所
要
額

町税
948,593,433

議会費
87,314,223

地方贈与税
67,406,000

総務費
1,002,203,207

民生費
1,221,362,158
民生費
1,221,362,158

衛生費
472,381,714

労働費
8,051,626

農林水産業費
232,662,359

商工費
349,487,798

土木費
1,035,089,652

消防費
258,960,482

教育費
957,720,669

公債費
626,890,444

地方消費税交付金
159,440,000

地方交付税
3,110,464,000

使用料及び手数料
86,893,877

国庫支出金
430,336,739

県支出金
327,993,023

寄付金
17,326,000

繰入金
482,719,212

繰越金
460,435,726

町債
554,800,000

災害復旧費
5,942,786

一
般
会
計
補
正
予
算

介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

老
人
保
健
施
設
事
業

会
計
補
正
予
算

下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

歳  出

歳  入
6,795,882,989

6,258,067,118

（単位：円）
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平成27年度決算 貴重な財源は貴重な財源は
◆平成27年度一般会計決算 （26年度対比）

平成27年度特別会計決算

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
合 計

87,314,223
1,002,203,207
1,221,362,158

472,381,714
8,051,626

232,662,359
349,487,798

1,035,089,652
258,960,482
957,720,669

5,942,786
626,890,444

6,258,067,118

83,411,038
899,513,261

1,282,698,294
484,788,458

28,024,768
262,314,825
362,481,860

1,365,244,528
278,716,005
493,692,315

10,577,734
628,734,701

6,180,197,787

2 7 年 度 歳 出 額（円）一 般 会 計 内 訳 2 6 年 度 歳 出 額（円）
104.7
111.4

95.2
97.4
28.7
88.7
96.4
75.8
92.9

194.0
56.2
99.7

101.3

前 年 度 比（％）

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
国民健康保険事業特別会計
部 落 有 財 産 特 別 会 計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
訪 問 看 護 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

53,001,007
977,808,230
110,635,704
382,203,687

79,086,052
973,266,756

98,671,393

17,609,882
896,590,897

3,554,381
373,025,734

78,131,734
949,893,719

91,764,290

35,391,125
81,217,333

107,081,323
9,177,953

954,318
23,373,037

6,907,103

歳 入 決 算 額（円）事 業 名 歳 出 決 算 額（円） 差 引 残 高（円）

小国町議会 ■ 9月定例会

○
教
育
委
員
会
委
員

　
推
薦
に
つ
い
て
適
任
と
認
め
、

新
任
、
及
び
、
再
任
に
同
意

し
た
。

　
佐
藤
　
健
治
郎
（
新
任
）

東
原
　
　
　

　
柴
田
　
伸
也
（
再
任
）

小
国
小
坂
町

○
人
権
擁
護
委
員

　
推
薦
に
つ
い
て
意
見
を
求
め

ら
れ
、
適
任
と
認
め
た
。

　
小
嶋
　
克
浩
（
新
任
）

小
国
小
坂
町

　
平
成
28
年
8
月
9
日
（
火
）

　
町
道
松
岡
黒
沢
峠
線
黒
沢
橋

上
部
工
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
可
決
し
た
。

　
工
期
　
平
成
29
年
3
月
24
日

　
契
約
金
額

　
　
　
8
0
8
9
万
2
千
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　
　
福
島
県
郡
山
市

　
　
　
矢
田
工
業
株
式
会
社

　
　
　
代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
成
田
　
正
樹

臨

時

議

会

人

事

案

件

＊平成27年度一般会計決算は、歳入決算額　6,795,882千円、歳出決算額　6,258,067千円で
　歳入歳出差引残高は、537,815千円となった。

＊特別会計における一般会計繰入金（部落有財産特別会計を除く）は、6会計合計で429,527千円となり、前年度と比べ
　3,931千円、0.9％の増額となっている。

平成27年度各企業会計決算

病 院 事 業 会 計
水 道 事 業 会 計
工 業 用 水 事 業 会 計
老 人 保 健 施 設 事 業 会 計

963,210,310
92,082,757

113,071,097
334,393,077

1,068,049,920
75,762,135

103,381,016
322,698,809

△104,839,610
16,320,622

9,690,081
11,694,268

事 業 名 純 利 益（ 円 ）事 業 費 用（ 円 ）事 業 収 益（ 円 ）

＊企業会計では、3 企業で利益計上となっているが、病院事業会計では、前年度の約 2 倍の損失を計上する事となった。
　しかしながら、4 事業に対する一般会計からの繰入金合計は、430,682千円で前年度と比べ55,926千円、11.5％の
　減額となった。
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総
務
企
画
課

総
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企
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決算審査特別委員会決算審査特別委員会決算審査特別委員会 質 疑 応 答質 疑 応 答質 疑 応 答
■
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
は
、
今
後
増
や
し
て
い

く
の
か
。

■
　
現
在
は
、
米
沢
牛
・
酒
・

特
産
品
の
セ
ッ
ト
が
中
心

だ
が
今
後
は
、
町
内
の
特

産
品
を
中
心
に
増
や
し
て

い
き
た
い
。

■
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
は
、
物
産
振
興
に
も
な

っ
て
い
る
が
、
返
礼
品
の

リ
ピ
ー
ト
は
あ
っ
た
の
か
。

ま
た
情
報
発
信
は
、
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

■
　
リ
ピ
ー
ト
に
関
し
て
は

分
析
を
し
て
い
な
い
。
情

報
発
信
の
方
法
と
し
て
は
、

寄
附
に
対
す
る
礼
状
と
一

緒
に
町
の
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
同
封
し
て
い
る
。

今
後
、
物
産
品
の
カ
タ
ロ

グ
等
の
送
付
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

■
　
ふ
る
さ
と
納
税
額
、

1
7
3
0
万
円
に
対
し
て

返
礼
品
に
8
7
0
万
ほ
ど

か
か
っ
て
い
る
が
、
残
り

の
8
6
0
万
は
、
ど
の
よ

う
な
使
い
方
を
し
て
い
る
か
。

■
　
現
在
は
、
一
般
財
源
と

し
て
活
用
を
し
て
い
る
。

今
後
、
基
金
の
設
定
も
含

め
て
使
途
の
明
確
化
も
検

討
し
て
い
く
。

■
　
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
焼

却
灰
の
処
理
に
58
万
円
ほ

ど
か
か
っ
て
い
る
が
、
土

壌
改
良
等
に
利
用
で
き
な

い
の
か
。

■
　
こ
れ
ま
で
は
、
六
価
ク

ロ
ム
が
検
出
さ
れ
て
い
た

が
27
年
度
の
成
分
検
査
で

は
基
準
値
を
上
回
る
鉛
が

検
出
さ
れ
た
た
め
業
者
に

依
頼
し
処
分
し
た
。
原
因

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
は

っ
き
り
し
て
い
な
い
。

■
　
生
ご
み
肥
料
堆
肥
化
事

業
の
成
果
は
あ
っ
た
の
か
。

■
　
町
中
心
部
に
お
け
る
生

ご
み
の
堆
肥
化
を
推
進
し
、

ご
み
の
減
量
化
を
す
す
め

た
。
3
農
家
・
45
世
帯
・

2
つ
の
保
育
園
の
組
み
合

わ
せ
で
生
ご
み
の
回
収
と

堆
肥
化
事
業
を
実
施
し
た
。

　
　
栽
培
さ
れ
た
野
菜
等
は

保
育
園
で
の
食
材
に
利
用

し
、
町
内
2
か
所
の
販
売

店
で
販
売
さ
れ
た
。

　
 
生
ご
み
の
減
量
化
に
つ

な
が
っ
た
。

■
　
地
域
公
共
交
通
再
編
事

業
の
課
題
は
何
か
。

■
　
人
口
減
少
に
伴
い
主
要

幹
線
の
路
線
バ
ス
、
循
環

バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
の
運
行
に
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
が
加
わ
り
、
乗

客
数
の
減
少
が
一
部
で
み

ら
れ
た
。

　
　
ま
た
、
周
辺
地
区
の
北

部
・
東
部
で
は
バ
ス
停
ま

で
の
距
離
が
遠
い
等
、
住

民
の
足
を
確
保
す
る
た
め

の
新
た
な
課
題
が
あ
る
。

解
決
策
と
し
て
空
白
地
有

償
の
提
案
を
受
け
沖
庭
と

北
部
地
区
で
検
討
を
行
っ
た
。

■
　
企
業
誘
致
に
つ
い
て

　
　
何
年
も
前
か
ら
、
働
く

場
が
無
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、

1
回
だ
け
の
取
り
組
み
で
、

来
て
く
れ
る
企
業
が
あ
る

の
か
。

■
　
予
算
計
上
し
て
い
る
部

分
で
は
、
都
市
部
の
企
業

事
業
所
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
て
き
た
。

　
　
情
報
化
時
代
の
現
在
、

当
町
の
自
然
環
境
を
活
用

で
き
る
企
業
か
ら
の
オ
フ

ァ
ー
が
あ
る
よ
う
に
目
指

し
て
い
る
が
、
結
果
と
し

て
は
誘
致
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
引
き
続
き
、
様
々

な
手
段
、
手
法
を
も
っ
て

企
業
誘
致
に
取
り
組
む
。

■
　「
自
然
水
」
商
品
化
に

つ
い
て
試
作
品
の
段
階
か

ら
前
進
し
て
、
28
年
度
は

本
格
的
に
対
応
で
き
れ
ば

好
ま
し
い
と
思
う
が
、
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

■
　
お
ぐ
に
白
い
森
㈱
が
商

品
化
を
行
っ
た
。
そ
の
過

程
で
は
、
製
造
コ
ス
ト
の

面
で
厳
し
い
状
況
で
あ
っ

た
。
試
作
し
た
分
は
、
各

交
流
施
設
等
で
P
R
商
品

と
し
て
試
供
し
て
い
る
。

　
　
今
後
、
ど
う
い
っ
た
形

で
商
品
化
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
か
検
討

し
て
い
る
、
と
事
業
実
施

主
体
か
ら
の
報
告
を
う
け

て
い
る
。

■
　
つ
る
細
工
生
産
施
設
整

備
の
支
出
が
あ
っ
た
が
、

今
後
の
販
路
開
拓
の
展
開

も
見
据
え
て
い
る
の
か
。

■
　
つ
る
細
工
は
ミ
ラ
ノ
万

博
に
も
出
品
し
た
。
今
後

も
6
次
産
業
化
の
戦
略
の

中
で
位
置
づ
け
を
し
な
が

ら
、
支
援
し
て
い
く
。

■
　
町
営
住
宅
（
幸
町
団
地
）

の
管
理
状
況
と
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
。

■
　
必
要
な
維
持
補
修
、
空

き
地
の
除
草
等
の
管
理
を

行
っ
て
い
る
。
居
住
者
の

意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
空

棟
に
な
れ
ば
解
体
し
て
い

く
。

■
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合

支
援
事
業
の
状
況
は
。

■
　
利
用
者
に
は
大
変
好
評

で
あ
り
、
事
業
の
目
的
で

あ
る
住
宅
環
境
の
向
上
と

経
済
効
果
に
も
結
び
つ
い

て
い
る
。

■
　
旧
小
国
中
学
校
寄
宿
舎

「
や
ま
な
み
寮
」
の
劣
化

に
伴
う
対
応
は
今
後
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

■
　
物
理
的
劣
化
が
激
し
く
、

取
り
壊
す
方
向
で
検
討
し

て
い
る
。

■
　
白
い
森
学
習
セ
ン
タ
ー

で
委
託
し
て
い
る
高
校
生

対
象
の
「
学
立
会
」
事
業

に
つ
い
て
の
成
果
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

■
　
大
学
進
学
希
望
者
を
対

象
と
し
て
い
る
が
、
今
年

QQQ A

QA

QQ AA

QQ

QQQ

A

AAAA

AAA QQ

A

町
民
税
務
課

町
民
税
務
課

地
域
整
備
課

地
域
整
備
課

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会

産
業
振
興
課

産
業
振
興
課



5 小国町ぎかいだより■OCTOBER.2016

度
は
英
語
を
重
点
的
に
学

習
し
て
い
る
。
高
校
側
の

要
望
に
添
っ
て
実
施
し
て

お
り
、
一
定
の
成
果
は
あ

る
も
の
と
思
う
。

■
　
保
育
園
で
の
英
語
ふ
れ

あ
い
事
業
は
、
何
の
た
め

に
行
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

そ
の
効
果
検
証
は
、
行
っ

て
い
る
の
か
。

■
　
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
英

語
に
ふ
れ
あ
い
豊
か
な
感

性
を
育
て
る
事
を
目
的
と

し
て
い
る
。
毎
年
、
検
証

は
行
っ
て
い
る
。
現
在
、

小
学
校
1
年
生
か
ら
英
語

の
授
業
が
始
ま
っ
て
お
り
、

英
語
ふ
れ
あ
い
事
業
を
受

け
た
子
供
達
は
、
A
L
T

と
違
和
感
な
く
自
然
に
接

す
る
事
が
出
来
て
い
る
よ

う
だ
。

■
　
暮
ら
し
に
や
さ
し
い
住

ま
い
づ
く
り
助
成
事
業
は
、

地
域
整
備
課
が
行
っ
て
い

る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合

支
援
事
業
と
ど
う
違
う
の
か
。

■
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

は
、
エ
コ
対
策
や
今
後
の

介
護
予
防
リ
フ
ォ
ー
ム
に

活
用
で
き
る
が
、
健
康
福

祉
課
の
暮
ら
し
に
や
さ
し

い
住
ま
い
づ
く
り
助
成
事

業
は
、
現
在
、
介
護
を
必

要
と
し
て
い
る
人
を
対
象

と
し
て
審
査
を
行
な
い
、

要
件
に
該
当
し
た
人
が
利

用
で
き
る
事
業
で
あ
る
。

■
　
病
院
事
業
損
益
計
算
書

に
よ
れ
ば
、
当
年
度
の
損

失
額
が
1
億
円
強
で
あ
る

が
、
一
般
会
計
か
ら
の
3

億
円
の
繰
入
れ
を
し
た
上

で
の
数
字
な
の
か
。

■
　
そ
の
通
り
だ
。

QQ

Q

A

A

A 健
康
福
祉
課

健
康
福
祉
課

町

立

病

院

町

立

病

院

決算審査特別委員会報告書
　9月8日、本委員会に付託された平成27年度の小国町各会計の決算審査について、9日、

12日及び13日の3日間にわたり関係課長等の出席を求め審査を行った。

　少子高齢化と人口減少に歯止めのかからない本町における町民福祉の増進には、これま

で以上に担当課を超えた組織間連携による有効的、効率的な施策の展開による予算執行が

望まれる。

　是非、町民目線で各課連携の仕組みを構築され、町民に示されたい。

　平成27年度の各会計12件については、次の意見を付し、認定すべきものと決したので、

小国町議会会議規則第41条の規定により報告する。

1　　町有財産全般に渡りその維持管理経費の節減に努められたい。廃校舎の利活用につ

いては、その方向性を早急に町民に示されたい。

2　　地域資源活用型産業創出事業における「自然水」の商品化に向けた補助事業につい

ては、一過性の試行品製造で終わることなく効果が発揮されるよう指導に努められたい。

3　　ミラノ国際博覧会出展参加の目的の一つ「人材の育成」にあっては、六次産業化推

進の上での重要なファクターとされる。一貫性をもった今後の取組みを強く望む。

4　　環境対策事業における生ごみの堆肥化事業及び農業の多面的機能支払事業の取組みは、

目標数値を明らかにし事業評価されており、官民協働、一体としての努力が成果を生

んでいる、有効性のある予算執行と評価できる。

5　　保育園英語ふれあい事業は、次代を担うグローバルな人材の育成という観点から効

果的な施策と評価できる。今後の展開手法として教育機関との連携による一体的な取

り組みを期待する。　　

6　　税収が伸び悩む財政運営の中、各課においては前例踏襲に陥ることなく、しっかり

とした事業評価に基づく予算執行を強く望む。

　平成28年9月20日

決算審査特別委員会委員長　　遠　藤　和　彦　

　小国町議会議長　　高　野　健　人　殿



小
関
　
私
は
、
年
々
増
加
し

て
い
る
透
析
患
者
の
生
命
を

地
域
で
繋
い
で
い
く
こ
と
こ

そ
地
域
医
療
の
基
本
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
ま
し
て
や
、
当
町
の
よ
う

な
国
道
1
本
で
繋
が
れ
て
い

る
地
理
的
条
件
の
悪
い
と
こ

ろ
で
は
、
非
常
に
重
要
な
医

療
行
為
で
あ
る
。

　
仁
科
町
長
の
透
析
治
療
に

対
す
る
考
え
と
今
後
の
予
定

を
伺
い
た
い
。

町
長
　
人
工
透
析
に
つ
い
て

は
、
町
立
病
院
長
お
よ
び
関

係
職
員
か
ら
段
階
的
に
説
明

を
受
け
た
。

　
人
工
透
析
の
実
施
に
向
け

て
、
病
院
内
の
施
設
整
備
の

実
施
の
目
途
を
判
断
す
べ
き

時
期
に
至
っ
て
い
る
中
で
病

院
長
の
説
明
で
は
、
現
場
と

し
て
は
未
だ
不
安
を
払
拭
で

き
な
い
状
況
だ
と
い
う
事
で

あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
透
析
治
療

を
行
う
事
は
、
難
し
い
と
考

え
る
。

　
私
と
し
て
は
、
町
立
病
院

で
の
透
析
治
療
の
実
施
は
見

直
し
の
方
向
で
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ

こ
で
三
つ
の
観
点
か
ら
人
工

透
析
の
是
非
に
つ
い
て
検
証

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

1
、
医
療
安
全
の
観
点
か
ら

医
療
現
場
の
意
見
の
集
約
を

図
る
。

2
、
町
立
病
院
内
の
医
療
従

事
者
関
連
の
不
安
等
の
観
点

か
ら
の
検
証
。

3
、
病
院
全
体
の
短
期
・
中

期
・
長
期
的
な
経
営
面
で
の

検
証
。

　
な
お
、
早
い
時
期
に
患
者

の
皆
様
と
意
見
交
換
を
行
い

な
が
ら
送
迎
体
制
を
並
行
し

て
整
え
、
年
度
内
の
早
期
に

実
施
し
て
い
き
た
い
。

小
関
　
町
外
5
か
所
に
24
人

の
方
が
週
3
回
、
事
故
・
天

候
・
健
康
等
の
不
安
を
抱
え
、

台
風
の
日
も
大
雪
の
日
も
往

復
3
時
間
も
か
け
て
通
院
し

て
い
る
。

　
町
長
が
替
わ
っ
た
か
ら
と

言
っ
て
3
月
議
会
で
議
決
し

た
生
命
に
関
わ
る
事
を
変
更

し
た
り
延
期
し
た
り
す
る
べ

き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
透
析
治
療
が
実
施
さ
れ
れ

ば
患
者
の
方
々
や
そ
の
家
族
、

多
く
の
方
々
が
救
わ
れ
る
。

誰
も
困
る
人
は
い
な
い
と
考

え
る
が
町
長
個
人
と
し
て
の

考
え
は
ど
う
か
。

町
長
　
繰
り
返
し
に
な
る
が
、

三
つ
の
観
点
か
ら
人
工
透
析

の
是
非
に
つ
い
て
検
証
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

小
関
　
実
施
す
る
気
持
ち
が

あ
る
の
か
無
い
の
か
、
町
長

個
人
の
人
工
透
析
治
療
に
関

す
る
考
え
を
聞
き
た
い
。

町
長
　
医
療
行
為
で
あ
る
の

で
現
場
の
病
院
長
の
意
見
を

尊
重
す
る
。

小
関
　
町
民
か
ら
す
れ
ば
、

町
長
は
、
親
も
同
然
の
存
在

と
考
え
る
。
苦
し
ん
で
い
る

子
供
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

助
け
て
や
る
の
が
親
の
務
め

と
考
え
る
が
、
ど
う
し
て
も

見
直
す
つ
も
り
か
。

町
長
　
ま
だ
、
患
者
の
会
と

は
、
話
し
合
っ
て
い
な
い
の

で
可
及
的
速
や
か
に
話
し
合

い
の
機
会
を
持
て
る
よ
う
に

指
示
を
出
し
て
い
る
。

小
関
　
早
々
に
患
者
の
大
変

な
状
況
を
聞
い
て
い
た
だ
き
、

よ
り
よ
い
方
に
見
直
し
を
か

け
て
い
た
だ
き
小
国
町
で
の

透
析
治
療
が
実
施
さ
れ
る
事

を
希
望
す
る
。
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小国町民の「命の道」国道113号線

小 関 和 好 議員
こ せき かず よし

小
関

小
関

小
関

町
長

町
長

町
長



石
山
　
平
成
27
年
10
月
に

策
定
さ
れ
た
、『「
小
国
町
地

域
創
生
総
合
戦
略
」
光
り
輝

く
未
来
へ
の
希
望
を
つ
な
ぐ

「
白
い
森
の
国
　
お
ぐ
に
　

幸
せ
づ
く
り
プ
ラ
ン
」』
と

し
て
計
画
内
容
が
示
さ
れ
た

が
、
事
業
の
具
体
的
な
取
組

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
　
本
町
の
総
合
戦
略
で

は
、
人
口
減
少
に
対
応
す
る

た
め
三
つ
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

「
若
い
世
代
の
し
ご
と
づ
く

り
と
子
育
て
支
援
の
充
実
」

「
移
住
・
交
流
促
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
推
進
」

「
多
様
な
主
体
に
よ
る
協
働
・

交
流
・
連
携
の
ま
ち
づ
く
り

の
展
開
」

を
掲
げ
各
施
策
を
展
開
し
て

い
る
と
の
報
告
を
受
け
て
い

る
。

　
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か

か
わ
る
事
業
と
し
て
、
子
育

て
支
援
の
充
実
と
医
療
費
無

料
化
の
拡
大
、
U
タ
ー
ン

促
進
に
向
け
た
情
報
収
集
、

外
部
機
関
や
外
部
人
財
と
の

連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り
な

ど
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
国
で
は

「
希
望
を
生
み
出
す
強
い
経
済
」

「
夢
を
つ
む
ぐ
子
育
て
支
援
」

「
安
心
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
」

の
「
新
・
三
本
の
矢
」
の
実

現
を
目
的
と
す
る
「
一
億
総

活
躍
社
会
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
国
が
目
指
す
地
方
創
生
に

か
か
る
政
策
が
オ
ー
ダ
ー
制

か
ら
メ
ニ
ュ
ー
制
へ
と
変
わ

り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
財

源
の
確
保
や
体
制
の
整
備
に

事
業
の
状
況
に
応
じ
て
、
適

切
・
果
敢
に
対
応
す
る
事
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
総
合
戦
略
で
は

K
P
I

（
重
要
業
績
評
価

指
標
）
を
設
定
し
、
成
果
、

目
標
を
明
確
に
し
た
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
の
現
状
の
把

握
、
状
況
分
析
・
解
決
策
の

整
理
な
ど
を
含
め
、
目
標
管

理
を
行
い
な
が
ら
事
業
を
進

め
る
面
で
不
足
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
数
字
だ
け
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
目

に
見
え
に
く
い
も
の
も
成
果

と
し
て
と
ら
え
て
い
く
姿
勢

も
大
切
で
あ
る
。

　
取
り
組
み
の
過
程
を
重
視

し
、
課
題
を
庁
内
で
共
有
し

解
決
に
向
け
た
整
理
を
進
め

て
い
く
。

 
町
づ
く
り
の
施
策
を
効
果

的
に
展
開
す
る
た
め
に
は
、

よ
り
一
層
の
町
民
参
加
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。

　
透
明
性
の
確
保
と
町
民
と

と
も
に
町
づ
く
り
に
力
を
注

い
で
い
き
た
い
。

　
町
内
六
つ
の
地
域
づ
く
り

基
盤
に
基
づ
く
地
域
づ
く
り

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
新
た
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
方
向

で
あ
る
「
小
さ
な
拠
点
」
づ

く
り
が
小
玉
川
地
区
や
北
部

地
区
で
展
開
さ
れ
、
本
年
度

は
さ
ら
に
地
域
を
広
げ
て
取

り
組
ん
で
い
く
と
説
明
を
受

け
て
い
る
。

　
継
続
的
な
取
り
組
み
に
よ

り
、
外
部
の
視
点
に
よ
る
地

域
資
源
や
地
域
の
魅
力
の
再

発
見
、
そ
の
情
報
発
信
な
ど
、

新
た
な
地
域
づ
く
り
に
向
け

た
基
礎
の
構
築
に
結
び
付
い

て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
現
在
も
展
開
さ
れ
て
い
る

若
者
が
中
心
に
な
っ
た
イ
ベ

ン
ト
の
促
進
、
元
気
な
高
齢

者
の
役
割
。
生
き
が
い
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
の
強
化
、

外
部
人
財
に
よ
る
町
づ
く
り

活
動
の
促
進
な
ど
、
多
様
な

人
々
に
よ
る
協
働
・
交
流
・

連
携
の
さ
ら
な
る
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

石
山
　
様
々
な
総
合
戦
略
事

業
の
取
り
組
み
状
況
が
町
民

に
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

　「
広
報
お
ぐ
に
」
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
わ
か
り
や
す
い

画
面
と
記
事
で
掲
載
し
て
ほ

し
い
。

　
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
議

や
事
業
の
挨
拶
や
報
告
で
説

明
す
る
な
ど
、
考
え
は
あ
る

の
か
。

町
長
　
透
明
性
を
も
た
せ
、

情
報
公
開
や
進
捗
状
況
を
積

極
的
に
進
め
た
い
。

企
画
財
政
主
幹
　
情
報
の
発

信
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た

め
、
ビ
デ
オ
作
成
し
た
も
の

を
有
効
に
活
用
す
る
な
ど
、

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。
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「おぐに町づくり」指針を策定

石山久美子 議員
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小
林
　
こ
れ
ま
で
も
ブ
ラ
ン

ド
化
は
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
き

た
が
、
大
き
な
雇
用
を
生
み

出
す
に
至
っ
て
い
な
い
。「
ま

る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
」
の
概
要

を
聞
き
た
い
。

町
長
　
ブ
ラ
ン
ド
と
は
、「
選

ば
れ
る
理
由
」
で
あ
り
、
そ

れ
を
発
掘
・
開
発
し
、
そ
の

魅
力
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
の
活
性
化
、
産
業

振
興
、
さ
ら
に
経
済
の
好
循

環
を
目
指
し
て
い
く
も
の
で

あ
る
。
競
合
す
る
他
の
地
域

に
打
ち
勝
つ
た
め
に
、
広
く

町
内
外
に
小
国
町
の
良
さ
を

理
解
し
て
も
ら
い
「
選
ん
で

も
ら
う
」
こ
と
が
「
小
国
町

ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
構
想
」

の
核
心
で
あ
る
。

　
第
一
弾
と
し
て
、
農
産
品

や
そ
の
他
の
特
産
品
な
ど
、

今
現
在
、
本
町
に
あ
る
も
の

を
「
白
い
森
」
ブ
ラ
ン
ド
の

産
品
と
し
て
売
り
出
し
て
い

き
た
い
。
首
都
圏
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
た
販
売
戦
略
の
展

開
、
町
内
の
道
の
駅
な
ど
を

活
用
し
試
作
品
の
発
表
や
、

ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
発
信
拠

点
の
整
備
も
進
め
る
。

　
さ
ら
に
、
町
民
の
安
全
安

心
な
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け

た
防
災
、
福
祉
、
医
療
、
介

護
に
関
わ
る
事
業
や
教
育
、

子
育
て
に
か
か
る
取
り
組
み

な
ど
を
相
互
に
連
関
さ
せ
、

「
白
い
森
の
国
お
ぐ
に
」
の

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
施
策
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
「
本
構

想
」
の
考
え
方
で
あ
る
。

小
林
　「
白
い
森
」
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
（
商
標
）
が
決
定
し

た
と
聞
い
て
い
る
。
活
用
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

町
長
　「
白
い
森
」
の
商
標

登
録
に
向
け
た
意
匠
を
決
定

し
た
。
今
後
、
商
標
を
管
理

す
る
仕
組
み
、
活
用
方
法
を

定
め
、
町
内
の
皆
様
が
幅
広

く
使
用
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
に
努
め
る
。

小
林
　「
総
合
戦
略
」
の
目

標
数
値
達
成
の
た
め
に
、
町

民
と
の
情
報
の
共
有
化
、
意

見
の
吸
い
上
げ
、
推
進
体
制

の
構
築
な
ど
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
聞
き

た
い
。

町
長
　
町
民
と
の
情
報
の
共

有
化
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
根

幹
に
あ
る
。
町
内
の
各
階
各

層
の
方
々
と
、
で
き
る
限
り

情
報
共
有
の
機
会
を
創
出
す

る
な
ど
、
発
信
方
法
を
工
夫

し
て
い
く
。

町
長
　「
町
民
の
意
見
を
聞

く
こ
と
」
が
町
政
運
営
の
柱

の
一
つ
だ
と
幹
部
職
員
に
伝

え
て
い
る
。
広
報
広
聴
活
動

の
充
実
は
「
小
国
創
生
」
に

不
可
欠
で
あ
る
。
情
報
の
透

明
化
を
深
め
な
が
ら
町
民
と

の
情
報
交
換
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
く
。

町
長
　
町
民
と
行
政
の
協
働

は
必
要
な
仕
組
み
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
町
民
が
参

加
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
積

極
的
に
進
め
て
い
く
。
一
方
、

外
部
人
財
の
活
用
も
大
切
な

視
点
で
あ
る
。
町
民
各
界
、

各
層
代
表
や
外
部
有
識
者
で

構
成
す
る
「
小
国
町
地
域
創

生
総
合
戦
略
推
進
懇
談
会
」

を
設
置
し
、
随
時
、
戦
略
の

検
証
、
見
直
し
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

小
林
　
近
郷
の
町
で
も
「
わ

か
り
や
す
い
予
算
書
」
を
作

成
し
、
透
明
性
の
高
い
情
報

提
供
に
よ
り
、
町
民
参
加
の

取
り
組
み
が
見
ら
れ
る
。
来

年
度
に
向
け
指
向
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。

町
長
　
法
定
の
予
算
書
と
は

別
に
、
電
子
情
報
や
別
冊
を

作
成
し
、
住
民
に
予
算
や
事

業
内
容
を
分
か
り
易
く
伝
え

る
町
が
増
え
て
い
る
。
来
年

度
の
実
施
を
検
討
す
る
。
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遠
藤
　
地
域
資
源
の
魅
力
を

町
内
外
に
広
く
発
信
す
る
た

め
、
統
一
し
た
イ
メ
ー
ジ
に

よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、

認
知
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

特
産
品
等
の
販
売
拡
大
、
イ

ベ
ン
ト
等
の
参
加
拡
大
、
さ

ら
に
小
国
の
暮
ら
し
を
素
材

と
し
た
交
流
促
進
の
展
開
な

ど
を
目
的
に
、
地
域
資
源
の

ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
の
構
築
に

必
要
な
調
査
研
究
を
ど
う
進

め
て
い
る
か
。

町
長
　
町
の
自
然
環
境
、
天

然
資
源
、
歴
史
や
文
化
、
特

産
品
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
か
に
つ
い
て
の

調
査
の
他
、
町
内
の
各
種
関

係
団
体
の
代
表
者
等
に
地
域

資
源
に
関
係
す
る
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の

対
象
と
な
り
う
る
素
材
の
洗

い
出
し
を
行
っ
た
結
果
、「
農

産
物
」「
食
品
」「
熊
ま
つ
り

な
ど
の
伝
統
文
化
」「
つ
る

細
工
な
ど
の
工
芸
品
」「
キ

ャ
ン
プ
や
釣
り
な
ど
の
自
然

を
活
か
し
た
観
光
」「
飯
豊

連
峰
な
ど
の
景
観
」
の
6
分

野
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　
商
標
登
録
の
状
況
と
ど
の

よ
う
な
分
野
で
登
録
を
行
う

か
と
い
う
調
査
を
重
ね
、
そ

の
う
え
で
「
白
い
森
」
の
意

匠
に
基
づ
く
登
録
手
続
き
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

 
登
録
手
続
き
の
状
況
に
は

現
在
、「
飲
料
水
」「
米
」「
米

の
加
工
品
」「
雑
穀
の
加
工
品
」

な
ど
の
分
野
に
つ
い
て
は
、

登
録
完
了
ま
た
は
手
続
き
中
、

「
和
牛
」「
地
鶏
の
鶏
肉
」「
地

鶏
の
鶏
肉
製
品
」「
日
本
酒
」

な
ど
の
分
野
に
つ
い
て
審
査

中
で
あ
る
。

遠
藤
　
平
成
29
年
度
の
進
め

方
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

企
画
地
域
主
幹
　
来
年
度
は

昨
年
度
を
ベ
ー
ス
に
商
標
登

録
を
ど
の
よ
う
に
利
活
用
す

る
か
、
こ
れ
に
関
わ
っ
て
い

る
団
体
と
連
携
を
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

遠
藤
　
地
域
全
体
で
の
取
り

組
み
を
す
る
た
め
に
は
早
い

時
期
に
白
い
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
が
必

要
で
は
。

町
長
　
町
民
参
加
の
町
づ
く

り
を
私
の
選
挙
の
中
で
も
話

し
進
め
て
来
た
し
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
る
の
も

一
つ
の
案
だ
と
思
う
。

遠
藤
　
町
長
が
掲
げ
る
小
国

ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
構
想
を

ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く

か
。
道
の
駅
を
含
め
た
ス
キ

ー
場
、
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
等
を

活
か
す
に
は
。

町
長
　
地
域
資
源
ブ
ラ
ン
ド

化
構
築
事
業
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
方

の
つ
な
が
り
は
、「
小
国
町

ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
構
想
」

を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
大

き
な
力
と
な
っ
て
い
た
だ
け

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
つ
な
が
り
や
協
働
を
基
に
、

「
小
国
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド

構
想
」
実
現
に
必
要
な
仕
組

み
を
構
築
し
、
総
合
的
な
観

点
か
ら
〝
お
ぐ
に
〞
を
選
ん

で
も
ら
う
た
め
、
他
と
の
差

別
化
を
図
り
な
が
ら
、
定
住

と
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
く
。

　
幅
広
い
町
民
の
方
に
話
を

聞
き
進
め
て
い
き
た
い
。
ハ

ー
フ
パ
イ
プ
に
つ
い
て
も
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
平
野
歩

さ
ん
に
意
見
を
聞
き
、
講
習

会
の
出
来
る
場
所
等
の
設
置

も
考
え
て
い
る
。

遠
藤
　
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
主
役
は
小
国
町
に
暮
ら

す
一
人
ひ
と
り
、
農
業
、
商

産
業
、
加
工
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
、
様
々
な
立
場
の
人
た
ち

が
同
じ
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ

ト
を
共
有
、
各
方
面
か
ら
地

域
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
く

こ
と
が
大
切
。
職
種
の
垣
根

を
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
を
設
け
、
誰
も
が

気
軽
に
参
加
で
き
る
機
会
を

官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
が
大
事
。

町
長
　
私
も
民
間
の
出
身
で

い
ろ
い
ろ
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

っ
て
い
る
企
業
も
あ
る
。
小

国
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
一
つ
ず

つ
選
ば
れ
る
品
質
の
レ
ベ
ル

を
上
げ
て
認
証
し
て
い
き
た

い
。
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間
宮
　
文
部
科
学
省
か
ら
発

表
さ
れ
た
2
0
2
0
年
の
大

学
入
試
改
革
に
向
け
た
答
申

で
は
、
初
等
教
育
、
中
等
教

育
に
お
け
る
Ａ
Ｌ
の
果
た
す

役
割
は
、
高
大
接
続
を
視
野

に
入
れ
た
学
校
教
育
が
果
た

す
責
任
の
重
要
さ
を
記
し
て

い
る
。
　

　
高
校
入
試
や
小
国
高
校
存

続
に
向
け
た
Ａ
Ｌ
の
果
た
す

役
割
は
、
大
き
い
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
未
来
を
担
う
子

ど
も
達
の
能
動
的
学
修
へ
参

加
す
る
力
の
育
成
に
つ
い
て

本
町
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺

い
た
い
。

　
小
中
高
一
貫
教
育
白
い
森

学
習
で
は
、
今
後
、
Ａ
Ｌ
の

学
び
の
体
制
を
ど
の
よ
う
な

施
策
で
展
開
し
て
い
く
の
か
、

更
に
は
、
I
C
T
機
器
導
入

に
よ
る
学
習
体
制
の
現
状
と

今
後
の
施
策
も
伺
い
た
い
。

町
長
　
本
町
に
お
い
て
は
「
白

い
森
学
習
」
を
位
置
づ
け
小

中
高
の
系
統
あ
る
指
導
を
行

う
こ
と
で
、
生
き
る
力
に
つ

な
が
る
学
び
方
や
も
の
の
考

え
方
を
育
む
「
能
動
的
学
修
」

に
先
行
し
取
り
組
ん
で
き
た

も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
今

後
と
も
急
速
な
情
報
通
信
技

術
の
進
展
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化

な
ど
変
化
の
激
し
い
社
会
を

生
き
る
子
ど
も
達
に
、
確
か

な
学
力
、
豊
か
な
心
、
健
や

か
な
体
の
調
和
の
と
れ
た
「
生

き
る
力
」
を
育
む
た
め
に
、

更
な
る
教
育
環
境
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

教
育
長
　
今
後
更
に
は
、
地

域
と
の
連
携
強
化
に
よ
り
地

域
教
育
力
と
協
働
し
学
校
運

営
を
展
開
す
る
こ
と
で
A
L

を
効
果
的
に
推
進
し
て
い
く
。

ま
た
、
I
C
T
機
器
は
重
要

な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
認

識
か
ら
、
平
成
26
年
度
に
作

成
し
た
I
C
T
活
用
調
査
研

究
報
告
に
基
づ
き
配
備
し
て

い
き
た
い
。
本
年
十
一
月
に

は
山
形
県
メ
デ
ィ
ア
教
育
研

究
大
会
が
小
国
小
中
会
場
に

開
催
さ
れ
る
予
定
で
も
あ
り
、

探
求
型
学
習
に
繋
が
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
効
果
的
に
取
り
入
れ
た

日
頃
の
成
果
を
発
表
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

間
宮
　
現
在
小
国
病
院
に
お

け
る
小
児
科
診
療
時
間
は
15

時
ま
で
で
あ
る
。
本
町
の
地

理
的
状
況
を
鑑
み
て
特
に
冬

場
の
状
況
下
15
時
以
降
、
町

外
小
児
科
へ
の
搬
送
は
大
き

な
負
担
で
あ
る
。

　
安
心
し
て
子
育
て
出
来
る

町
づ
く
り
に
は
小
児
科
診
療

の
充
実
は
欠
か
せ
な
い
も
の

と
考
え
る
。
そ
の
不
安
を
今

後
、
ど
の
よ
う
に
軽
減
し
て

い
け
る
の
か
伺
い
た
い
。
併

せ
て
、
他
の
自
治
体
で
も
取

り
組
み
が
活
発
化
し
て
き
て

い
る
病
児
保
育
・
病
後
児
保

育
は
子
育
て
世
代
に
は
今
後
、

重
要
な
役
割
と
な
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
る
が
、
本
町
に

お
け
る
施
策
は
あ
る
の
か
伺

い
た
い
。

町
長
　
8
月
就
任
後
、
各
科

の
医
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
山
大
医
学
部
医
学

部
長
、
教
授
、
山
大
付
属
病

院
長
に
お
会
い
し
て
あ
い
さ

つ
回
り
を
実
施
し
て
き
て
い

る
。
本
町
に
お
け
る
町
立
病

院
の
重
要
性
を
訴
え
、
医
師

派
遣
の
継
続
性
の
確
保
を
お

願
い
し
て
き
た
。
現
段
階
で

は
、
小
児
科
の
診
療
時
間
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

町
長
　
実
施
に
あ
た
り
詳
細

な
制
度
設
計
や
運
営
方
法
の

検
討
、
受
入
れ
施
設
の
整
備
、

医
療
機
関
へ
の
申
請
手
続
き

等
の
課
題
を
見
据
え
て
、
先

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
整
理

を
進
め
、
実
現
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
こ
れ
は
、
県
内
の
中
小
自

治
体
病
院
と
し
て
は
先
例
的

な
事
例
に
な
る
た
め
、
内
容

に
つ
い
て
は
山
形
大
学
医
学

部
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
実
現
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。

間 宮 尚 江 議員
ま みや ひさ え
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請願

◎
「
福
島
原
発
事
故
避
難
者

へ
の
住
宅
無
償
提
供
の
継

続
」
に
つ
い
て
の
請
願

《
所
　
管
》

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

《
請
願
者
》

福
島
原
発
被
災
者
フ
ォ
ー
ラ

ム
山
形
・
福
島

　
　
代
表
　
武
 
田
　
 
徹

原
発
事
故
被
害
者
団
体
連
絡
会

共
同
代
表

　
　
　
　
長
谷
川
　
健
　
一

　
　
　
　
武
 
藤
　
類
 
子

《
紹
介
議
員
》

　
　
　
　
石
 
山
　
久
美
子

《
請
願
の
理
由
》

　
福
島
原
発
事
故
か
ら
5
年

半
を
迎
え
た
。

　
発
令
さ
れ
た
「
原
子
力
緊

急
事
態
宣
言
」
は
解
除
さ
れ

て
お
ら
ず
、
事
故
終
息
の
見

通
し
も
立
っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
現
状
、
避
難
者
が
避
難

元
に
安
心
し
て
帰
る
こ
と
が

で
き
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
時

間
が
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
さ
ら
に
避
難
生
活
が
長

期
化
す
る
に
つ
れ
、
避
難
者

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
よ
り
、

問
題
が
複
雑
化
、
多
様
化
し

て
き
て
い
る
。
特
に
高
齢
者

の
体
調
面
の
心
配
が
懸
念
さ

れ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
29

年
3
月
末
日
を
も
っ
て
、
自

主
避
難
者
の
避
難
先
住
宅
の

無
償
提
供
を
終
了
す
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
に

対
し
、
経
済
環
境
、
教
育
環

境
か
ら
、
現
在
の
住
居
に
住

み
続
け
た
い
と
す
る
声
が
数

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
平
成
28
年
5
月
、「
山
形

県
開
発
推
進
協
議
会
」
は
、

29
年
度
の
政
府
予
算
編
成

に
あ
た
り
、「
避
難
者
に
対

す
る
民
間
借
り
上
げ
住
宅
の

供
与
期
間
に
つ
い
て
、
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
環
境
が

整
い
、
恒
久
的
な
住
宅
へ
円

滑
に
移
行
さ
れ
る
ま
で
、
適

切
な
延
長
を
行
う
こ
と
」
と

復
興
庁
に
提
言
し
た
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
次
の

請
願
が
提
出
さ
れ
た
。

〇
東
日
本
大
震
災
自
主
避
難

者
へ
の
「
住
宅
無
償
提
供
」

の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
を

関
係
機
関
に
提
出
す
る
こ
と
。

　
町
政
に
関
す
る
こ

と
で
、
町
議
会
に
直
接

要
望
や
意
見
が
あ
る

時
に
活
用
す
る
制
度

が
請
願
お
よ
び
陳
情

で
す
。

　
請
願
は
憲
法
等
に

保
障
さ
れ
た
「
請
願
権
」

の
趣
旨
に
従
い
、
国

ま
た
は
地
方
公
共
団

体
の
機
関
に
対
し
て
、

そ
の
職
務
に
関
す
る

事
柄
に
つ
い
て
文
書
で

希
望
を
申
し
述
べ
る
も

の
で
、
議
員
の
紹
介
が

必
要
で
す
。

　
請
願
は
、
本
会
議

に
上
程
さ
れ
て
担
当

委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
す
。
担
当
委
員
会
は
、

そ
の
請
願
を
採
択
す

べ
き
か
不
採
択
と
す
べ

き
か
を
審
議
し
ま
す
が
、

状
況
に
よ
っ
て
継
続

と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

次
の
定
例
議
会
で
再

審
査
と
な
り
ま
す
。

◎
社
会
福
祉
事
業
を
運
営
す
る

事
業
者
の
所
有
す
る
軽
車

両
の
減
免
を
求
め
る
請
願

《
所
　
管
》

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

《
請
願
者
》

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ま
ん
ま
る
　

施
設
長
　
本
 
間
　
義
 
信

《
紹
介
議
員
》

　
　
　
　
石
 
山
　
久
美
子

◎
障
が
い
の
あ
る
方
々
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
小
国
町
の
宣
言

と
、
議
会
議
決
を
求
め

る
請
願

《
所
　
管
》

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

《
請
願
者
》

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ま
ん
ま
る
　

施
設
長
　
本
 
間
　
義
 
信

《
紹
介
議
員
》

　
　
　
　
石
　
山
　
久
美
子

◎
社
会
福
祉
事
業
を
営
む
特

定
非
営
利
活
動
法
人
に
対

す
る
土
地
、
建
物
等
の
固

定
資
産
税
の
減
免
を
求
め

る
請
願

《
所
　
管
》

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

《
請
願
者
》

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ま
ん
ま
る
　

施
設
長
　
本
　
間
　
義
　
信

《
紹
介
議
員
》

　
　
　
　
石
　
山
　
久
美
子

◎
「
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
」
利
用
者
に
対
し
て
小

国
町
か
ら
の
支
援
を
求
め

る
請
願

《
所
　
管
》

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

《
請
願
者
》

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ま
ん
ま
る
　

施
設
長
　
本
　
間
　
義
　
信

《
紹
介
議
員
》

　
　
　
　
石
　
山
　
久
美
子

《
審
査
の
経
過
》

　
関
係
す
る
法
令
を
含
め
た

内
容
調
査
に
時
間
を
要
す
る
、

と
し
継
続
審
査
の
議
決
と
な

っ
た
。

採
択

継
続

請
願
と
は
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福
島
原
発
事
故

 
避
難
者
へ
の

 
 
住
宅
無
償
提
供

福
島
原
発
事
故

 
避
難
者
へ
の

 
 
住
宅
無
償
提
供
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若者が活躍する若者が活躍する 町づくり町づくり

参加者8名

オブザーバー1名

議会広報特別委員会では、
8月2日（火）総合センターで
「若者が活躍する町づくり」
討論会の第2弾を開催しました。

前回に比べて
新しいメンバーも加わり、
より具体的な意見交換が

行われました。

A
さ
ん
・・・・・・・・・・・・
24
歳（
男
性
）

B
さ
ん
・・・・・・・・・・・・
24
歳（
男
性
）

C
さ
ん
・・・・・・・・・・・・
25
歳（
女
性
）

D
さ
ん
・・・・・・・・・・・・
28
歳（
女
性
）

E
さ
ん
・・・・・・・・・・・・
35
歳（
女
性
）

F
さ
ん
・・・・・・・・・・・・
31
歳（
女
性
）

G
さ
ん
・・・・・・・・・・・・
33
歳（
男
性
）

H
さ
ん
・・・・・・・・・・・・
23
歳（
男
性
）

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
・・・・
役
場
政
策
企
画
担
当
係
長

今
、
ど
う
思
う
？

町
で
不
足
な
の
は
？

●
今
の
中
高
生
が
小
国
町
に

愛
着
を
持
て
る
仕
組
み
を

作
る
こ
と
で
、
活
気
を
作

る
こ
と
に
も
繋
が
る
と
思
う
。

●
一
度
、
町
外
に
出
る
の
は
良

い
と
思
う
。
一
度
巣
立
っ
た

場
所
を
選
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
、
今
か
ら
仕
掛
け

を
で
き
な
い
か
。

●
若
い
人
達
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当

た
ら
な
過
ぎ
る
の
が
、
地

元
離
れ
の
ひ
と
つ
の
原
因
に

な
っ
て
い
る
。

●
小
国
町
は
、
し
き
た
り
と

か
年
配
の
方
々
の
意
見
が

強
い
の
で
、
若
い
人
達
の
力

が
弱
く
な
っ
て
い
る
。

●
よ
そ
か
ら
町
を
知
っ
て
も
ら

う
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会

が
で
き
る
場
所
を
整
備
す

れ
ば
良
い
と
思
う
。

●
今
年
、
横
根
な
ど
で
キ
ャ
ン

プ
を
し
た
が
、
誰
も
お
客

さ
ん
が
居
な
か
っ
た
。
小

国
町
は
、
観
光
と
か
の
ア

ピ
ー
ル
が
全
然
で
き
て
い
な

い
と
思
う
。

●
お
ぐ
に
も
ん
カ
フ
ェ
も
、
知

ら
な
い
人
が
ず
い
ぶ
ん
多
い
。

町
内
の
人
が
町
に
対
し
て

知
ら
な
い
こ
と
が
多
す
ぎ
る
。



Q

Q

Q

　
　
2
度
目
の
開
催
と
い

う
こ
と
で
、前
回
言
い
そ

び
れ
た
こ
と
も
積
極
的

に
発
言
し
て
も
ら
え
た
印

象
で
す
。

　
　
目
を
見
張
っ
た
こ
と
は
、

私（
50
代
）た
ち
が「
若
者
」

と
く
く
っ
て
い
る
30
代
が
、

も
っ
と
若
い
20
代
の
事
に

心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
で

し
た
。

　
　
各
年
代
が
お
互
い
を

補
い
な
が
ら
、こ
の
町
に

住
む
活
力
を
引
き
出
す

こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
の
開
催
へ
向
け
、

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

後
　
記
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委員会レポート

宣
伝
方
法
は

上
手
く

行
っ
て
る
か
？

町
の

 
特
徴
は
？

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
？

●
町
内
に
あ
っ
て
も
車
中
心
で
、

歩
く
人
の
た
め
の
ベ
ン
チ
な

ど
が
無
い
。

　
　
道
路
を
造
っ
た
り
、
何

か
を
誘
致
す
る
事
よ
り
も
、

心
の
中
の
ち
っ
ち
ゃ
な
事
か

ら
変
化
が
生
ま
れ
て
来
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

●
新
し
い
事
を
や
る
前
に
、

既
存
の
イ
ベ
ン
ト
に
、「
小

国
の
た
め
」
で
は
な
く
、

い
ろ
ん
な
思
い
で
来
る
人

達
の
た
め
に
、
楽
し
み
の

枝
を
作
っ
て
や
ら
な
い
と
、

ど
ん
ど
ん
離
れ
て
行
く
と

思
う
。

●
お
知
ら
せ
す
る
き
っ
か
け
は
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
知
ら
な

い
人
も
居
る
の
で
、
タ
ウ
ン

誌
や
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
が
良

い
と
思
う
。

●
小
国
の
美
人
百
選
と
か
を

載
せ
る
の
も
い
い
。

●
「
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ

ー
ン
」
を
モ
ジ
っ
て
、「
オ

ー
グ
ニ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
」

を
妄
想
し
た
時
期
が
あ
る
。

●
若
い
人
に
と
っ
て
見
た
い
と

思
う
の
は
、
そ
う
い
う
内

容
じ
ゃ
な
い
か
な
。
大
学
の

友
達
か
ら
、
小
国
の
男
子

は
カ
ッ
コ
イ
イ
と
言
わ
れ
る
。

●
小
国
町
の
中
で
良
い
こ
と
を

や
っ
て
い
て
も
知
ら
な
い
人

達
が
多
い
の
で
、
タ
ウ
ン
誌

を
作
っ
て
、
若
い
人
達
の
活

動
を
P
R
し
て
行
っ
た
ら
良

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

●
小
国
の
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
は
、

チ
ラ
シ
と
か
広
告
っ
て
い
う

イ
メ
ー
ジ
な
の
で
、
若
い
人

が
目
を
引
い
て
、
行
き
た
い

と
思
わ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
と
宣

伝
の
仕
方
が
必
要
。

●
町
の
広
報
は
、
結
果
の
報
告

の
み
な
の
で
、
興
味
が
沸
か

な
い
。

●
「
若
い
衆
」
っ
て
い
う
言
葉

が
嫌
い
。
二
十
代
に
は
と
に

か
く
遊
ば
せ
て
、
三
十
代
に

な
っ
て
か
ら
地
域
の
事
を
考

え
る
よ
う
に
さ
せ
れ
ば
い
い
。

●
私
は
、
山
間
部
の
ネ
ッ
ト
環

境
は
、
無
け
れ
ば
無
い
で
、

そ
れ
で
い
い
と
思
う
。

●
東
京
か
ら
来
る
親
戚
は
、
お

盆
に
は
携
帯
持
た
な
く
て
い

い
の
で
、
静
か
で
良
い
と
言

っ
て
い
る
。

●
町
外
へ
出
る
の
に
40
分
位
か

か
る
っ
て
い
う
の
も
、
山
を

分
け
入
っ
て
偶
然
出
会
え
る

町
み
た
い
な
見
方
も
で
き
て
、

良
く
答
え
ら
れ
る
部
分
は
あ

る
ん
だ
と
思
う
。



　「
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道

路
」
の
建
設
促
進
に
向
け
、

仁
科
小
国
町
長
の
ご
同
行
を

い
た
だ
き
、
県
選
出
の
国
会

議
員
、
関
係
機
関
等
を
訪
問

し
要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。
国
土
交
通
省
に
お
い
て

は
森
昌
文
技
監
、
石
川
雄
一

道
路
局
長
、
増
田
博
行
官
房

審
議
官
に
面
談
し
「
小
国
道

路
」
の
早
期
建
設
に
つ
い
て

理
解
を
求
め
ま
し
た
。

■
期
日

　
平
成
28
年
8
月
30
日

■
派
遣
議
員

　
小
国
町
議
会
議
長

高
　
野
　
健
　
人

　
小
国
町
議
会
副
議
長

安
　
部
　
春
　
美

　
小
国
町
議
会

　
文
教
産
建
常
任
委
員
長

　
　
　
　
遠
　
藤
　
和
　
彦

■
同
行
者

　
小
国
町
長

　
　
　
　
仁
　
科
　
洋
　
一

■
要
望
先

　
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関

　
国
土
交
通
本
省
、
県
選
出

　
国
会
議
員
、
全
国
道
路
利

用
者
会
議
、
他

真剣に要望を伝えました

議会と行政が両輪となって取り組みます
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活
動

報
告

高
規
格
道
路

 

早
期
建
設
を

　
　
　
　
求
め
る

高
規
格
道
路

 

早
期
建
設
を

　
　
　
　
求
め
る

　新潟山形南部連絡道路は、東北中央自動車道と日本海東北自動車道をつなぎ、政令指定都市で

ある太平洋側の仙台市と日本海側の新潟市を結ぶ最短ルート上にある重要な路線であります。

　当路線は、本町の中核企業の製造品や農林畜産物などの生産・販売に大きく寄与することが期

待されており、本町と他地域の産業・文化等の交流連携や新たな経済圏の創出を促進するうえで

も不可欠な路線であります。

　また、現在の国道113号は迂回路がないため、大雨による土砂崩れ、あるいは雪崩等の自然災

害による通行止めが発生した場合、町全体が孤立してしまうなど、沿線地域の住民生活に大きな

影響を与えかねません。

　東日本大震災以後、太平洋側と日本海側を横断的に結ぶ「横軸」の幹線道路整備の重要性が再

認識されておりますが、国道113号は、救急救命医療や避難、あるいは被災地への物資輸送等の

経路として、まさに「いのちの道」としての機能を果たしております。大震災の教訓を踏まえ、

災害に強い道路ネットワークの整備が急務となっております。

　平成27年3月に、社会資本整備審査会東北・北陸地方合同小委員会が開催され、「小国道路」が

計画段階評価に着手されましたが、安全で安心できる国土づくりのために、また、安倍内閣が掲

げる「地方創生」、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」にとって必要なインフラとして、新潟山

形南部連絡道路は最重要路線であります。

　つきましては、沿線住民の長年の強い願いであります新潟山形南部連絡道路全線の整備促進と

ともに、次のことについて強く要望するものであります。

一　小国道路（山形県小国町市街地～新潟県関川村金丸）の早期着工（L=約12km）

一　十分な道路財源の確保と立ち遅れている地方の道路整備に対する重点的な投資

●要望書●

小国町議会 ■ 
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小国町議会 ■ 議員レポート

8月14日（日）

8月22日（日）

～第68回小国町
　　　　成人式出席～
～第68回小国町
　　　　成人式出席～

～第25回小国町
　サマースポーツ大会
　　　　　　　　出席～

～第25回小国町
　サマースポーツ大会
　　　　　　　　出席～

西置賜行政組合

置賜広域
行政事務組合

今　　康成　　議員
間宮　尚江　　議員
石山　久美子　議員

今　　康成　　議員
間宮　尚江　　議員
石山　久美子　議員

高野　健人　議員
安部　春美　議員
遠藤　和彦　議員

高野　健人　議員
安部　春美　議員
遠藤　和彦　議員

視察先  足利市・筑波市視察先  足利市・筑波市
8月4日（木）・5日（金）8月4日（木）・5日（金）

防災 関連でした！関連でした！

川西町玉庭の
「死亡へい獣処理場」を

来年3月閉鎖
8月議会にて
報告を受ける

川西町玉庭の
「死亡へい獣処理場」を

来年3月閉鎖
8月議会にて
報告を受ける

未来を担う若者のみなさん!!
"おめでとうございます"
未来を担う若者のみなさん!!
"おめでとうございます"
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。
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次
の
定
例
会
は
12
月
で
す
。
ぜ
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傍
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に
お
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で
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だ
さ
い
。
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フ
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年
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国
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年
生
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所
　
舟
　
渡

Q
「
舟
渡
獅
子
踊
り
保
存
会
」
に

所
属
し
て
い
る
の
で
す
か
？

　
所
属
と
い
う
よ
り
も
、
年
毎

に
開
催
さ
れ
て
い
る
お
祭
り
の

一
つ
と
し
て
昨
年
の
盆
踊
り
で

太
鼓
打
ち
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

Q
そ
れ
が
、き
っ
か
け
か
な
？

　
は
い
、
楽
し
そ
う
で
や
っ
て

み
た
い
と
思
い
舟
渡
獅
子
踊
り

の
「
笛
」
に
入
り
ま
し
た
。

Q
ど
れ
く
ら
い
練
習
し
た
の
で

す
か
？

　
土
日
無
し
の
、
三
週
間
前
か

ら
練
習
す
る
の
で
す
が
、
毎
日

の
参
加
は
で
き
な
く
て
、
四
、

五
回
の
参
加
で
し
た
。
そ
の
か

わ
り
家
で
一
人
で
の
練
習
を
重

ね
ま
し
た
。

Q
初
デ
ビ
ュ
ー
の
日
の
感
想
は
？

　
舟
渡
の
伝
統
な
の
で
、
楽
し

み
な
が
ら
出
来
た
ら
い
い
な
と
、

思
っ
て
い
ま
し
た
。

Q
無
形
文
化
財
の
舞
い
に
携
わ
っ

て
み
て
、ど
ん
な
気
持
ち
で
し

た
か
？

　
舟
渡
の
文
化
財
「
お
獅
子
」

と
一
緒
の
時
間
を
過
ご
せ
て
、

す
ご
く
貴
重
な
体
験
が
で
き
た

と
思
い
ま
し
た
。

Q
今
、周
り
の
人
た
ち
に
伝
え
た

い
こ
と
何
か
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
地
域
毎
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

伝
統
は
、
大
切
に
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

Q
最
後
に
、二
年
後
の
舟
渡
獅
子

踊
り
に
向
け
て
の
目
標
は
？

　
練
習
の
時
、
お
獅
子
の
踊
り

を
見
て
い
て
少
し
覚
え
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
お
獅
子
も
や
っ
て
み

た
い
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。

　
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
よ
か

っ
た
で
す
ね
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
ん

ゆ
　
き
　
の

～2年に1度　9月の第二日曜日に
沖庭権現に奉納されます～

～2年に1度　9月の第二日曜日に
沖庭権現に奉納されます～
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9
月
定
例
議
会
で
は
、
27
年
度

事
業
の
審
査
を
行
っ
た
。
所
管
課

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
膨
大
な

事
業
の
一
つ
一
つ
が
町
を
動
か
し

て
い
た
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
。

　
大
切
な
財
源
を
十
分
に
生
か
し

た
事
業
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、

す
ぐ
に
成
果
は
で
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
町
民
が
期
待
を
し
て
い

る
「
町
づ
く
り
」
の
た
め
の
予
算

執
行
で
あ
る
こ
と
を
職
員
は
意
識

し
て
、
事
業
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

何
を
得
ら
れ
た
か
、
課
題
は
何
か

を
考
え
、
町
民
と
同
じ
目
線
で
、

説
明
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
す
で
に
28
年
10
月
を
過
ご
し

て
い
る
。

　
今
年
も
あ
と
少
し
。石

山
（
記
）

発
行
責
任
者
　
　
　

議
　
　
長
　
高
野
　
健
人

議
会
広
報
特
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委
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会
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長
　
小
関
　
和
好

副
委
員
長
　
今
　
　
康
成

委
　
　
員
　
石
山
久
美
子

間
宮
　
尚
江
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おらも
おぐに町民

おらも
おぐに町民

おらも
おぐに町民

町の人から
ちょっとひとこと

堂々とした

笛吹きで

ステキでしたよ！！

堂々とした

笛吹きで

ステキでしたよ！！


